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今週の講義の概要
(1)第二期アイゼンハワー政権の困難

(2)欧州統合再編と諸案

(1)メッシーナ会議

(2)ユーラトム

(3)マクミラン構想×スパーク報告

(4)ド＝ゴール政権発足

(3)アメリカの欧州統合戦略「第二の転換」の課題



[1] 第二期アイゼンハワー政権の諸困難 

アイゼンハワー政権の課題
• NSC-68「力の立場」（グローバルな軍事的コ
ミットメント）構築

1.財政的負担の軽減ーニュールック戦略（対ソ戦
略爆撃能力優位に基づく大量報復戦略）

2.西ドイツ再軍備ーEDC

3.中東への政治的軍事的コミットメントーイラ
ン・エジプト



第二期アイゼンハワー政権の諸困難
1.ニュールック戦略ースプートニク・ショッ
クによる破綻→ニュー・ニュールック
（NATO核武装計画）による混乱

2. EDC・欧州統合ーEDC流産

3.中東への政治的軍事的コミットメントース
エズ危機後の中東・第三世界問題



アメリカの戦略　　　　　欧州統合

(1)FDR政権の戦後構想（BWプラン）

(2)マーシャルプラン

(3)X論文とケナン封じ込め構想　　　　　　ECSC

(4)アチソン・ニッチィとNSC68路線             EPU

(5)JFダレスのニュールック戦略                     EDC     スパーク報告（ ユーラトム・EEC

スエズ危機・スプートニクショック・EDC流産→英仏独ベネルクスの混乱

アメリカの欧州統合戦略第二の転換ーボウイ構想からNSAM40へ



モネ主導の「ヨーロッパ連邦」（1950年代前半）

EDC EPC

ECSCEPU

安全保障 政治

石炭・鉄鋼（エネルギー）

通貨

大陸６カ国による超国家的統合



[2] 欧州統合の再編と諸案
1.メッシーナ会議

• 1954.8　仏国民議会EDC批准否決ーモネ「ヨーロッパ連邦」
構想挫折

• 1955.6　メッシーナ会議ーECSC６カ国外相会議「ヨーロッ
パの再出発」（共同市場設立へ）

• ベルギー外相スパーク主導

• 1956.5 スパーク報告（共同市場とユーラトム）

• 1957.3　ローマ条約調印（EEC/ユーラトム）



2. ユーラトム（欧州原子力共同体）
• EDC/EPC挫折後のモネの欧州統合プラン

• ECSC（石炭鉄鋼）→Euratom（原子力）

•「ドイツ問題」石炭鉄鋼問題⇨核管理問題へ

• Euratom:欧州原子力産業の共有（原子力発電設
備とウラン燃料）米ー濃縮ウラン供給に限定
（核不拡散）×欧（仏）ー共同濃縮プラント建設

•アイゼンハワー「平和のための原子力」構想



3. マクミラン構想×スパーク路線
•スエズ危機後、英マクミラン政権成立

•マクミランー英が主導する新たな欧州統合構想

• Plan Gー英連邦形式の緩やかなFTA（自由貿易
圏）×EEC（域内関税同盟）

• FTA交渉（ローマ条約６カ国×Plan G７カ国）

• 1958年末決裂

• 1960.5 欧州自由貿易連合EFTA７カ国発足



4. ド＝ゴール政権発足
•スエズ侵攻失敗とアルジェリア危機

• →仏ド＝ゴール政権（第５共和政）発足

•モネの超国家的統合路線と異なる「ヨーロッパ
人のヨーロッパ」構想

•実態としては米英仏三頭政治論

•独アデナウアー首相はドゴールとの連携へ（パリ
＝ボン枢軸へ）



[3] アメリカの欧州統合戦略ー第二の転換前夜

•イギリス　マクミラン政権　スエズ危機後の英帝国再編

•フランス　ド＝ゴール政権　「三頭政治」論

•西ドイツ　アデナウアー政権　第二次ベルリン危機にいたる核危機

•二つの課題

•安全保障ー核管理問題ー仏独の核抑止力要求ーイギリス核抑止力の位置

•経済ー欧州域内・米欧間の通商交渉　

•焦点はイギリスのEEC加盟問題



アメリカの戦略　　　　　欧州統合
(1)FDR政権の戦後構想（BWプラン）

(2)マーシャルプラン

(3)X論文とケナン封じ込め構想　　　　　　ECSC

(4)アチソン・ニッチィとNSC68路線             EPU

(5)JFダレスのニュールック戦略                     EDC     スパーク報告

(6)ボウイ構想                                                 ユーラトム・EEC

(7)アチソンとNSAM40



来週以降の予定

６月１３日（火） ケネディ・ジョンソン政権

テキスト　第６章　大西洋共同体の枠組みに対するド＝
ゴールの挑戦1960-70年(p.55-76) 

過去の講義のスライド　経済学部HP→教員紹介→坂出健


